
添
削
の
句

原
句
高
盆
m
家
の
あ
ま
た
の
嘘
や
七
変
化

添
削
案
鯰

i

き
嘘
つ
く
こ
と
の
あ
り
七
変
化

理
串
川
柳
に
限
り
な
く
近
い
俳
句
も
あ
る
が
、
俳
句
の
世
界

に
踏
み
止
ま
っ
て
欲
し
い
。
政
治
屋
の
嘘
を
嘘
で
塗
り
固
め

た
よ
う
な
悪
質
な
も
の
と
、
庶
民
の
生
き
る
方
便
と
し
て
の

軽
い
嘘
と
は
違
う
。
あ
る
い
は
、
「
政
権
の
最
終
章
や
七
変

サ
ル
ビ
ア
の
明
る
き
中
の
献
血
車

理
由
明
暗
の
配
合
が
良
い
。

幸

明
美
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平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
（
日
）

会
場
・
旭
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）

推
薦
の
句

足

形

に

へ

こ

む

旧

道

夏

落

葉

友

子

理
由
定
の
形
に
凹
む
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
に
歩
い
て

い
る
道
の
状
態
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

電
車
待
っ
子
の
爪
光
る
西
日
か
な
か
ほ
る

理
自
手
の
指
の
爪
で
あ
る
か
。
足
の
指
の
爪
で
あ
る
か
不
明

で
あ
る
が
、
「
光
る
爪
」
に
着
目
し
た
の
は
良
い
。
お
そ
ら
く

足
元
で
あ
ろ
う
。
「
子
の
爪
」
と
い
う
事
に
よ
っ
て
、
現
代
風

俗
へ
の
作
者
の
か
す
か
な
不
安
も
読
み
取
れ
る
。
自
分
が
中

学
生
や
高
校
生
の
頃
に
は
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
も
ペ
デ
イ
キ
ュ
ア

も
許
さ
れ
て
い
な
っ
か
た
の
に
、
今
は
社
会
全
体
が
過
度
に

開
放
的
で
あ
る
。
無
関
心
を
装
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
西
日
届
か
ぬ
辺
り
ま
で
明
美

理
由
夏
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
日
陰
の
区
域
に
限
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
見
立
て
で
あ
る
。
実
景
を
よ
く
踏
ま
え
た
自
然
な

句
で
あ
る
。
西
日
の
季
語
が
奇
を
街
わ
ず
に
本
来
の
意
味
通

り
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
見
か
け
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
好

き
は
、
直
射
日
光
が
嫌
い
な
よ
う
だ
。

対

角

に

汗

の

ラ

ケ

ッ

ト

振

り

切

り

し

明

美

理
自
競
技
の
種
目
が
卓
球
で
あ
っ
て
も
テ
ニ
ス
で
あ
っ
て

も
、
対
角
線
上
の
対
戦
相
手
に
球
を
打
ち
込
ん
で
い
る
選
手

の
姿
が
、
「
汗
の
ラ
ケ
ッ
ト
」
で
立
ち
上
が
っ
て
来
る
。

原
句
二
夏
野
原
入
っ
た
き
り
の
親
子
犬

原
句
初
夏
の
少
年
棋
士
の
攻
め
将
棋

添
削
案
が
省
夏
や
少
年
棋
士
の
一
礼
す

理
自
季
語
は
俳
句
の
単
な
る
添
え
物
で
は
な
い
。
下
五
に
は
、

上
五
の
「
初
夏
」
に
見
合
っ
た
「
さ
わ
や
か
」
な
形
容
を
与

え
た
い
。
「
棋
士
」
に
「
将
棋
」
当
て
た
の
で
は
、
重
な
り
が

大
き
過
ぎ
る
。
最
初
と
最
後
の
礼
で
あ
る
・

原
句
ギ
小
央
柳
活
け
金
婚
の
祝
ひ
と
す

添
削
案
谷
涵
ュ
式
未
央
柳
の
活
け
ら
れ
し

理
由
金
婚
は
元
々
寿
ぎ
の
対
象
で
あ
る
か
ら
、
「
祝
ひ
」
は

要
ら
な
い
。
原
句
の
表
現
で
は
、
一
文
構
成
で
あ
り
、
「
活
け

る
」
と
「
祝
い
」
が
直
結
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

原
句
太
陽
の
熱
か
す
か
に
残
る
夏
帽
子

添
削
案
暉
初
の
熱
の
か
す
か
に
残
り
夏
帽
子

理
車
上
五
は
最
大
八
音
ま
で
許
容
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
例
外
と
し
て
で
あ
る
。
い
く
ら
工
夫
し
て
も
、
原
則

の
五
音
に
収
め
切
れ
な
い
と
き
で
だ
け
で
あ
る
。
「
太
陽
の

熱
」
は
「
陽
斥
）
）
の
熱
」
と
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

原
句
~
新
鮮
野
菜
ど
れ
も
百
円
朝
涼
し

添
削
案
野
菜
盛
り
ど
れ
も
百
円
朝
涼
し

理
車
朝
採
り
野
菜
↓
新
鮮
野
菜
↓
朝
涼
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
を

想
起
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
「
新
鮮
」
の
重
な
り
は
避
け
た
い
。

原
句
夏
空
作
業
声
揃
ヘ

添
削
案
饂
面
后
盃
盆
揃
へ
け
り
夏
の
空

理
由
展
帆
の
句
も
同
一
作
者
で
あ
る
が
、
解
帆
に
着
目
し
た

の
は
良
い
。
た
だ
し
、
「
解
帆
作
業
」
は
少
し
表
現
が
硬
い
。

甲
板
ま
た
は
マ
ス
ト
の
帆
桁
上
に
い
る
解
帆
指
示
者
と
マ

ス
ト
ま
た
は
帆
桁
上
に
い
る
解
帆
実
施
者
と
の
上
下
関
係

を
考
慮
し
て
、
「
声
が
降
り
け
り
」
と
し
た
い
。

原
句
:
和
宮
は
紫
陽
花
と
な
る
阿
弥
陀
寺

添
削
案
〖
阿
弥
陀
寺
四
絶
に
や
す
む
和
宮

原
句

f

カ
ジ
ノ
誘
致
へ
抗
議
の
デ
モ
や
大
西
日

添
削
案

4

大
西
日
カ
ジ
ノ
誘
致
の
抗
議
デ
モ
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明
美

友
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0
八
月
は
、
句
会
は
休
み
で
す
。
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原
句
；
鳥
の
子
や
礫
か
れ
し
道
に
西
日
さ
し

添
削
案
ょ
大
西
日
礫
か
れ
し
鳥
の
骸
か
な

原
句
五
庭
に
鎌
倉
び
わ
が
こ
ぼ
れ
る
る
さ
よ
子

添
削
案
:Bl(朝
の
海
の
た
ひ
ら
か
枇
杷
こ
ぼ
る

原
句
血
行
り
居
や
初
夏
の
風
入
れ
ラ
ジ
オ
聴
く
邦
子

添
削
案
＂
初
夏
の
風
優
し
ひ
と
り
の
ラ
ジ
オ

原
句
-
名
草
に
埋
も
る
畑
作
堪
へ
難
し

添
削
案
＂
夏
草
に
負
け
じ
と
急
ぐ
棚
田
か
な

原
句
正
梅
雨
晴
や
引
き
こ
も
り
避
け
映
画
見
る

添
削
案

i

梅
雨
晴
や
映
画
館
へ
と
引
き
こ
も
る

原
句
涵
索
心
び
や
子
四
人
連
れ
て
山
越
へ
て

添
削
案
油
索
心
び
の
山
越
へ
の
路
子
の
四
人

原
句

d

床
の
間
に
一
る
紫
陽
花
が
真
壽

添
削
案

4

大
鉢
に
＿
染
生
き
あ
り
濃
紫
陽
花

ヤ
エ
子

[
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
]

°
七
月
句
会

七
月
二
十
三
日
（
日
）
、
午
後
一
時
か
ら
、
旭
区
民
文
化
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
ハ
ー
ト
）
で
行
な
い
ま
す
。

か
お
る

直
子

邦
子

し
卜


